堀田ｐ82一番下の段落～　
すいません、諸事情により終わりそうになかったのでここから要約になります…
　スタンダードオイル社やハーストの新聞大企業、モーガンの銀行・交通大企業などは、アメリカの大量の自然資源や急増中の人口の需要によって成長した。19世紀の最後、アメリカと比較できる経済的、工業的成長を遂げたのはドイツだけであったが、敗戦により、アメリカ産業が独占するのに障壁はなくなった。
　19世紀初頭は、特にドイツやイギリス、アメリカで、国際的銀協業の組織が急速に成長した。あまり裕福ではないヨーロッパの国々は、早急に海外からの投資を必要としていた。ロスチャイルドなどはこれらの需要に応えて成長し、ロンドン・ニューヨークは投資において世界の中心となった。
イギリスとアメリカはともにフランスなどの何倍も投資を行っており、「産業帝政」を生み出した。これは言語の力関係に新しい局面を生み出した。当時は「金がものをいう」時代だったが、金が英語でものを叫ぶ、と言うのにぴったりな時代だった。
　

　この期間を通しての、英語という言語の成長に関して、理由と影響を特定するのは不可能だ。特に誰の意見でもなく、英語が自然に成長するべきものとなった風潮が出現したことを指摘するしかない。

　英語の役割を正当化する意識的なものはほとんど何もない。新世紀に発達しはじめたラジオなどでも、英語を使うというのはそもそも議題にすらあがらなかった。
　英語を当たり前のものとすることに何も新しいことはなかった。英語の立場は疑いようのないものだったのだ。争いを規制するためには線引きが必要だが、起きた争いのうち英語の立場を脅かしうるものはなかったため、線引きなど必要なかったのである。
　しかし、20世紀が進むにつれ、英語の立場が疑問視される状況が何度も起きた。より支配的な言語の登場によって自分たちの言語が脅かされ、保護が必要だと感じる人々が登場したためだ。ここでの問題点は、アイデンティティーだ。

英語が第二の言葉として使われている国で、英語に正式な立場を与えようという決定は、多くの場合、争いあっている現地の言葉から一つを選ぶことを避けるために下された。この意味では、英語は中立な言語として捉えられていた。
　ほとんどの人が英語を話す国では問題は起こらないと考える人もいるかもしれないが、移民などによる人口バランスのちょっとした変化でも、言語的に大きな影響を与えることもある。

　しかし、1900年の時点では、英語は政治的にも経済的にも世界の支配的言語になっており、争いの可能性などなかった。言語の立場を維持するには、強化と拡張の時期が必要なだけであり、それはすぐにやってくるのであった。
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英語の政治的な強化の第一段階は第一次世界大戦後のさまざまな決定の中で行われた。英語の影響力は、イギリスやその他の英語圏の国によって直接調停された地域において急激に強くなった。
　しかし、政治的拡張を通した言語の影響力の成長はすでに衰えはじめていた。戦後世界で英語にとってさらに大事であったのは、植民地域における文化遺産や技術革新が国際的規模でどのように感じられていたかであった。英語はそのころには、20世紀を形作っていく地域においてコミュニケーション手段として出現していた。
国際連盟は、その運営において英語を特別なものとして扱った現代の国際的集団であった。さまざまな国を含んだ機関において、共通語の必要性は明らかであった。国際連合では、共通語はますます必要となった。いまや国際連合はたくさんの機関からなるが、どの機関においても英語は正式な言語として使われている。
英語は、世界中の大きな国際政治的集団の運営において正式な役割を果たしている。ある特定の言語の話者しか含まないというわけでもない限り、共通語の決定は行われなければならないものであり、英語は第一の選択肢なのだ。特定の話者だけの場合でも、外に向けた報告などは普通英語で行われる。
英語がこのように、広範囲において用いられているというのは認識されていないことが多い。1995-6年には12,500もの国際機関が存在したが、その中で選ばれた500のうち85%の機関が英語を正式に利用していた。この数字はだんとつであった。
特筆すべきは、この機関のうち英語だけを用いるというものが三分の一も存在したということだ。これは、アジア・太平洋地域において顕著であった。科学的機関の多くも英語のみを用いている。逆に、英語をまったく使用しない機関はほとんどない。
科学的機関に限らず、英語はさまざまな分野の機関で正式な言葉として用いられている。

この傾向は、他の言語がより大きな役割を果たしていると考えられるヨーロッパにおいても同じように見られる。その他、フランス語、ドイツ語が人気だ。

ヨーロッパでも、科学関連の機関は特に英語のみを用いている。

いくつかの機関は、英語を複数の方法で用いている。数多くの正式な言語の一つとして英語を含むと同時に、特定のものに関しては英語のみを用いることがきめられている、などの場合だ。

最も重要な印象としては、世界中のどこに機関が存在しようと、英語は主要な役割を果たす言語であるということだ。

自分の言語を用いて参加する権利が与えられた多くの国々が集まるミーティングでは、英語はまた別の役割を担う。欧州連合はその最も複雑な例であり、1996年にはすでに百対以上の言語がお互い通訳を必要としていた。参加者が増えるにつれこの状況はますます深刻になり、そのうち根本的に見直す必要が出てくるだろう。

言語間の仲介者として英語を使う「リレー」方式など、いくつかの解決策が提案されている。1995年には42%もの欧州市民が英語を用いて会話できるとし、この数は2002年には47%にまで上った。英語が仲介者として一番多く用いられるようだ。
国際政治はさまざまなレベルや方法で運営されるが、英語という存在は普通そんなに遠くはない。政治的反抗なども、反抗者の主張が世界に伝わるよう、英語が用いられたりするのだ。
